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 昭和37年を迎えて.

場長西田療
 空前の消費景気、一過熱景気1と言われた36年を送・り、一』今

 年はどんな・ことに・なちのか・一そ1嚇産鼻に及ぼす坤は
 どうかはその右圃の知識にとぼしい私Iには・よ1拍らだ・1が・
 霞の予算も各県の予一算苔はソ決定したので我々の職場での

 仕事の方向は、一まず決った様なもめである。・、'

 漁村の構造改善とか獲る漁業から胃でる漁業えとかの一蛮声'ノ

 に乗っ・て多カ巾少かれ仕事の量も増し質も二良1なる柿に
 在ると思われるのは喜ばしいが科学技術振興とか、料学す

 る漁民えムど、言う呼びかけに・対しては、風期的な予算9
 増額も無さ一そ二う一たのはいさ㌧カ三淋し一い目

 生産額の}%以上を試1験研一発費に注ぎこむ苧業あるい亭
 注ぎ込み魯一る・事案は将乗性、発展性の'ある事業であり、そ

 れ以下の研究費しか注ぎ込まないか、あるいは注ぎ込み得

 ない事業は将来性、発展性のない事業だと言.う結論がアメ
 リカあ研究で出されていた様に思うが、もし抜にこの尺度
 が皿しいものとして我々の周囲の会社や各県たり国なりの

 水産鶴係予算に当てはめてみるなら、どんな結果が出るで

 あろラか。

 ・ξ年度予那建造中の・“屯級漁業取締坤カ噺年度
 から社務につくことになり、こ.れで/50毛の制海と併せ

 て鹿児島県の漁業取締陣は著しく強化されるし…又/0管
 区海上保安本部も本県に/月から開設され両々相待って密

 漁防止と検挙の体制は、まづまづと言うことになろう。

 .漁協大会、漁村青年大会、貞や市町村の議会そ.の他で水産
 .関係の議題に漁業壊締間扇が出かいことがまづ・ない移一般
 ・が要望したことの実現であるから、このこと自体戸御同慶
 あ到りと申すべきである。だが機船底曳密漁船のために/
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 隻何千万円、全国で何十億円かの船を持ち、これを連営す

 るために年々何億円かの国費、県費差費すことは、.頭が単

 純のせいかいくら考えても杯合理だ。Iこの頃ほ台風や火災

 による被害でさえも一人火だと書って攻撃される世の中であ

 るが、機船底曳め密漁こそは/00%人災ではないか。

 いったい底曳の害がどの位一なのか科学的に調査されたこと

 があるのだろうか。二妓漁民はカンで被害もうそうにか㌧

 り取締を=要1望するのではないか。調査費や転廃業費に何十

 億円か㌧つても本当に沿岸漁業の敵であるなら断呼として

 止めざすべき1だ。何のための沿岸振興であり'漁村の構造改

 善なのか。もし害が大して難いことが判ったら取締なんか

 しなくて済む方策一を実施すべきである。

 獲る漁業から育てる漁莱へ!五言うは易く行うは難いとは

 このために造られたコトワザの様休気がするほど一歩っ㌧

 こむと技術的に半1」らぬことだらけである。

 ともかくも勇をふるい起して新しい年の仕事にはげみた

 い。
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一般漁況(12月分)

漁業部

 §東支那海サバはね釣

 //月初漁時は芳しい漁獲はみられなかったが、/2月

 に入り漁況が好転し各般共満鉛にて帰港して1、}る。

 漁場は28。一05'～/0'N、/23。一/0'～27'Eの狭い

 区域に形成されており、2～3晩操業で37,000K穿前後の

 漱である。魚群の反応は濃厚で浮上餌付共良好である。

 水温は//月よりや㌧低めとなり209～2/'台を示してい

 る。叉、本年から許可された棒受網漁船も。2～3隻進出し

 はね釣と棒受網併用で操業をなし、棒受網では/晩30回

 位の操業で/操業の漁獲は200～400曄程度である。

 例年の漁場と比較し位置酌には大差はたいが、漁場移動

 が狭い区域内でもSEに少しっ㌧移動しており例年のSW

 移動とや＼変り海底凹凸部域即ち水深72～80肌の処で

 好漁が見られ、魚群が密集している傾向があり漁場位澄の

 少しの移動で好、不漁の差がはげしい。

 §巾着縄漁況

 枕崎根拠船は野間岬沖屋久島近海で操業をなし、屋久島

 近海ではサバ、ムロアジ混り、野間岬沖合はアジを主要魚

 種として操業しているが前月からあまら進展していない。

 又、串木野根拠船はこしき島周辺操業と片浦沖合に分れて

 いるがいづれもアジ、ウルメだとが主な漁獲物であり、/

 続200～400杯位の漁獲である。

 §湾内八日ヨ縄

 八日ヨ網は湾口の山川沖合でキビナゴを漁獲しているが、

 /～2回の好漁を除いて一般に不漁。

 §ブリ飼付も相変らず不漁で山川港では/日30～60尾

 位の水揚程度。
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 §瀬魚一本釣

 薩南海域の一本釣船は連日。2㌻3隻入港し、!,500Kg㍗

 3,000晦位の漁獲をなしている。.



民間船便乗雑感

漁業部肥後道隆

 東海サバはね釣漁、菜は昭界一1=2.芹年令獺以来一～唖盛iと字一;1

 めたが昭和、字3年をピークとして次第に不振と斤う、,j暑和

 35年は山泊:1、船も著しく減少し、本年度漁期は蝕、カ)3隻を

 数えるのみとなっている。

 //月サノ、はね釣船A丸に乗船したので一….丸め娃営者であ

 り、又同船の船頭でもある工氏にサバはな孟,舶経営の・砦心

 と601=亘級漁.船の経営について抄i一に碓才しきしたの.し一、葎.コ介し

 て参考に供したい。.

 サバは砧的専業船として東海に1.11畝した`乙、・!0し嘔

 融の県下の大.部分の漁船は、はね釣下船.と共にマグ1…延縄
 へ転'業したり、又倒産した'ものもあり塊在はね釣専業は・塵

 か3隻を残すのみとなつ走途今後'のサバは才1、鈎船としての

 連I用は相当な困難も予'想されるが同氏が過去タケ年の経験

 に基く考態、で/月～5月は魚釣島周辺漁場の操業5.月～

 /0月は房総半、島沖合から北海道古画への出漁/0月～/

 一一月は東海中南部漁.場の操業をだし、周年操業形態を採ると

 している。

 これらの汰場でI一番間題視さ一れるのは、!0.月^一/月の

 東海中南部碓場で一ある一。操業船減少に伴い漁場探索1こ長時
 間を盛す事と汝勘までめ笹'復に日数を要し、漁獲;ユニ{低下し

 奥1一!司時期に北部海域でrlコ着縄によるアジの・大漁,一等を瑚歯

 としてあげている。房総沖合及北海遭沖合漁場は1ヨ帰漁場

 で、又操菜船は4(フ旭級'以下の小型船であるカ)ら操業能率

 ははるかに効率的で、この漁場け経営冒い二も有,.二ilでrl。る。

 この様な撫,場利用で、はね釣の、周年操業は充分成立してい

 はね釣漁船で一番深刻牟闇魑は人負不足で滝るd・同漁葵
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 の性質ゴ)・らして人員減少は即ち漁獲低下である。他産業

 の好景気で陸上への船員の流出、叉、マグロ船の増加に伴い

 それえの転船を如何にしぞ防ぐかという事にあるらしい。

 現在サ.バはね釣船では/人当年間此当が/7万～20万

 前後であるが、こ・の程度の年間所得では俊秀た船員を引」留

 のる事は難かしく、少く.とも。25万～亨0万前後まで引揚
 げる事が急務となって来る。その為には年間2,600万以上

 の水揚をなす心裏が生じて来る。これを実行するには上記

 3漁場の組合せを合・理的に行ない、漁獲.円教の増大で補う

 より外に最良の方法は現在では浮んで。こないらしい。

 次に同氏が経営するB丸(60屯)のマグロ延縄船との

 碗和について記してみる。最近.許可を糞しない39屯型の

 マグロ延縄漁船が急激に増加し・ているが、この様な現象は

 昭和30年.頃急増した。サバはね釣般寺の1頃向と側イ以的な現

 象をかもし出している。この様な点は、県'ドの船主の一考

 すべき点ではなかIろうカ)、というのは新船建造に伴う資金

 が「棚からボタモチ」式に考えがちで、.現にその様な事も

 見受けられるから将来を充分見究めた経営一に切替えるべき

 であろう。

 この様な点については、最近は行政部門だけが独走して

 いる形になっているが、行政の力だけで制御できないほど

 熾烈た社会経済廠構の中で非常に経済基盤の浅い水産は一

 進一退はあっても依然として、企業的不安定と罷業的後進性

 は解消されない現状にある.ので、まず業界の塊笑の動態、

 経済効果と操業上のギヤツプがあるかどうかあらゆる環境

 条件の掌握と総合半1」断にたって船の運用に当るよう漁業経

 営孝としての勉強を一強調している。
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 36年11月のマグロ、カジキ漁況

漁業部

 「バセウカジキ」の好漁、一をj1土せた東支那海の漁況.は、一/

 月に八っても一部の海域で依然として1バセウカジキ」の

 好漁、を見.たが大都分の操案船は南西諸島東フ∫の大平洋側で

 の「ビンナガ」等のマグロ類の操業に初審えた。

 /ノ月中の鹿児島港ω入港鉛教は45隻娃艇楽日数は400

 固以上となっている。

 漁獲された魚種一組成は全漁獲物・つ25.9%はrビンナガ」

 で「キハダ」が次いで多く/8.2%rメバ'チ」は/3.4%

 カジキ類の/6.3%中「バセウ」を除げば「マカリキ」

 3.2%、「メカジキ」/、9%で「シロ」「クロ」はいづれ

 も全体の/%以内である。又、サメ類は全体の26弗を占

 めて1、・'る。

 次に漁況は別区漁、況画の如く大部分の漁場が/%台の釣獲準

 率で北部の/～2の海域・で'高漁獲を見た海域もあるが全体

 として(20“内外以南を除けば)漁場の優劣差はあまり

 現れていない様で、只2ポN/33油附近並に23価の壊I

 西にわたる海域で多くの漁船は操業している。

 次に昨年//月と比べで見ると、昨年は、24㍉以南での操

 業船は少なかったが本年は台湾東方の広い海域まで操業が

 。行なわれ。20粒内外の南側の海域でも「ビンナガ」の好漁、

 が見られている。又、昨年一/!月.と漁況を比較する為に香

 階級毎の釣獲率の現われる紐減数を頻度で第。2歯に現わし

 た(昨年の資料が。2グN以北だけてあるので2グN以;仁の
 大平洋海域.だけの比較をなした)図から見れば本年の漁況

 は大儀昨年同様な漁況であるが、梢昨年より底釣獲率海域.

 数が少なく昨一年より良い傾向とも考元られる。
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 '街、魚・休は「ビーンナガ」では除長、/00～一//0(糀のもの

 が岐も多く・これは合言奪東万の潮郡海域での操業が多く一缶さ
 された為で28■N内外の:比部では体長!00㈱.程度の魚・陣

 が多い。「キハダ」「7バチ」も同様南部海域での操業が

 多い為か魚体も割合中・型～大型が多く、「キハダ」で!。20

 0脇(・体重30Kg内ク')が斗等に多・く、/00o肋..り.下の魚・庫は

 少なかった「メバチ」でも/30脇内外が最も多かった。

 各釣獲率の海域数の頻度分布

 ビンナガ体長分布 キハダ体長分布



漁況図



 定置観郷(11.・12月分)

養殖部東邦彦

 //月の水温は/0月に比して、より順調に下降し、平

 均で約グC下っている。

 比'重は/6～/8日の3日間の降雨(膏丁986舳)以外。

 は27を保ち、平均比重は/0月より0,5高くな.っている。

36年11月 旬間平均表

    表層水温'換算比重」
    I'・'■

    平均。。,㍑C亀㌣,20
    上句前句藍一ユ,ユ8十〇,5ユ
    中旬平均2ユ,5ユ25.,89」
    前句養一ユ,23.一ユ・3ユ

    下旬平均.20,6Iア27,05
    前句差一b,84十ユ,ユ6

    平均男ユ,6426,7ユ    月間前月差I一3,85十〇,84
    1激高島3,7一一I一一一27,6壬

    →

    「最低'20,62ユ,82

36年11月観測



鹿児島港外定置観測(昭和36年11月)

 日　潮時　天候　雲量 風向 風力  アjく1!咄. 換袋田箆

         壬
         5         3一月5,7識卜一2。二823,「」一ポ_』一一一■'__一二⊥一二_÷三ギ         '

         4一一1凹5'
         6ユ8,OO

         一一78,50''一一'一」二L850         9,00BON2ユエ7,男22.82、]二高「、・十÷!一“B3NE;3.十2ユ州2戸・6..2・・川ユ山、し.三下裏レ.。。・牡L・⊥・!、王ニュ「「。'..ト着'三寸㌣ざゾ         9'一/08,45
         !/ユO,ユ5

         /一2一

         /3ユO,30BC3NE4・ユ1帖2ユ,8          一一2I一■一.

         /4ユエ,25BC3NE冬         /51}叫・損E⊥_旦・ユ年1・4+ユ94『2

1■∴
 十ミ

     .I一一†'一

     ユ・上

     ≡

     十

     。26一一一理L理⊥・午`■■o≡■一一丁二二十ニュ山且仁.,ユO-Xl
     フ91一.ム月.一Rユ,N一.ユ



 /2月は9.、曙!0月の・台燭,期より天候は良くなったが、

 海は「天気音朗なれど波高し」の口が多くなったロー方、。

 風力、波浪と・もにゼI言一』の一路が2日あつた。

 //貞に比して、千一均水温は約3{::の下降だが、中旬2

 口闇は激しい変動がみら,れる、。

 比重は前月と変らず、2クを保ち、安定している。

 36年ノ。2月  ・旬間平均表

 1土、三E二±十讐主十川∵十÷一
 一一■一.凹†I

 句前句差!0,850,C8

 中1平均⊥_1、竺'27…」
 旬前句差⊥1;÷二÷一÷
 1三ユll;∴1
 1㌻⊥÷二一、■

到

2o

 岬'O・

 。!l←一、
フKソ_.._ムー・
 温1目付ノ

16'

 ガ月

36年2月観測 水温
比重
 X欠測



鹿児島港外定置観測(昭和36年12月)日

 潮時　天候　雲量  風向　風力　波浪 気温 水温 換算比重



 米ノ津川及び河口海域水質汚濁調査

調査部

 I、試料採鍬日程

昭和36年6月26日鵬児島発出水着

 出水市役所で打合せ

 6月。27口海一上千、満時試料採取

 'j一^j-6月。28日河川千、満時試料採堪、出水発

 亙、試料稼叙点...}.

 採・取点、勧側方法節回を同様

 皿、分析査定

 水質、.泥質分析、プーランタトン査定方法前回とi同様。
 調査員の旅簸及び試料採取等に要した経費は出水市で

 支弁された。

 w、水質

 水質分析結果及び分布図は別表、別図の通りで、分布

 図において上段の数字(一)は満潮時の値であり、下.

 段の数字(・・…うは千汐時の値を示したものである。

 満準時においては河川のSガ2は濁度強くて悪臭も著し
 く、海域ではSt,9、ユエ、ユ2、ユ5附近までが肉瞭的にも

 濁度が認め.られ、これが干渉時になると河川の2,4,5,

 6は特に著しく、海域においてはS七、7、ユエ、ユ2(悪臭

 あり)ユ8附近まで分散して満汐時より濁度は強く感じた。

 水痘は或る程度気温にも影響されるものと考えられるが

 満汐時には阿川は25℃、海域では2夕5Cを示し河川

 水と、秤・水の混合するSt,5・6,7の河口附近は河川一海
 域よ一.り約イ℃低い値を示している。但るに干渉時におい

 ては河川は267p一・海域の神今では2エ5℃で河口の
 S七、5,6は満汐時とは逆に29,5て)と河川、海域より高

 い値を示した。
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 透明度・は一般に河口附・近が小さく、3～4肌又.海域の沖
 合で6～9秘である。PHは河川水はク,0前後又、海域

 ぽ£3～&35で干満による差ば殆んど認揖)られない。

 ,溶存酸一素は河川、潤口約近は0.3～3.0PP唖で昭和35

 年9片の調査では4～6PPmで著しく減I少していたこと.
 は注目すべきであり、栂域のS七、ユ3、■4、ユ6、ユ8より

 神合はク・0PPm以上で副因の誹j査結果と略1亨様で・満汐
 時上ら=千汐時が溶存酸素の少ない範囲が広いようである。

 塩素・鎧は勿論干・汐時が少ないが、千滴の影響を受けたい

 場所は二帥、ユO、ユ6、ユ8、より沖合の縄囲でこれより河口

 に向う範囲は多少.なりとも影響を受けているように考え

 られる。叉1同様にG,O,D、も河口は/,5～3.0PP囮河川

 は千満により著しく変化し2,9～/,5PP皿、沖合の海域

 では・ノ}0ppm以下である。

 浮勝物は海域は.㌻,0PP㎜以下で干満による変化も認めら

 れなビ;が、河川.河{こ於いては干渉時的、2,■Oα,pp囮
 St,4,60PP㎜、St,6.30,PPmでこ一れが満汐時には30,

 ユ・≒辛・岬と減少†る雌酸1州1は…～・…巧で
 排水め影歯を受ける場所は著しく多く、殆んど影響を受

 けない一』・、・は千満時共に…㍉でIあ1一海域11河口
 附率瑛}吻以上叉沖合は・・～・・74以下で千塚生時が
 多一考増加していることが認められる。燐酸はS七、2の排

 水あ彰.欝を受けるSt,2が最も多く河口叉沖合へと漸次
 減少し一河口附逝の・い・・で/・・～λ0η沖になると
 σ…払下・となり河川・帥は千汐時が多いが神合にお
 ト・'下は.σ5ラを以下で干満による燐酸の変化は認められな
 い。

 ア,イ弓ニアは河{1」河口が多く海域の沖合では/0以下
 でありSt,2,4、では干満の変化は少ない・が他の場所は

 何れも満汐時が多く干汐時が少Iない結果と泳り、特に潤

一/5一



 一・α1・一昌一ヤ、・・ξこ6、“一・1・、ぽ満・汐時1./・6～/5プからI干汐'時

 にお'1.・てllと㌔I前一淡に叶㍗いた.こ.どは守一㍗べ.き
 である。.㌔

 以⊥1一の分析緒臭からギ1」咋して勿細川は排一水の影響†一受
 けているこ一とは事実であり、海域におい七は満汐時より
 ≠汐時が影響範囲が広くSt、ユ3、ユ3、ユ4、ユ6、附近一ま一で
 が.多一少影饗を受けていることが察知一出来る。

 V、泥質

 泥壷.あ分析結果及び分布図ぽ別表一、別図の通りで泥質
 '一一の硫化物は由」'll一、河口附近は5・9/多で昭芥口35年9.月
 Iのふ二益赤玉果生り著し/増加し、海域においては/;0・伽
 ・一で〆ムめj分析緒果より約3倍増加していた。一又、O,0,
 Dは河川、河口は6庇1%鈍後で梢多く又瀞域は。2.0～3,0

 m紗で前回とほゾ同様である。

 嶋鮎は河川、'粒1表共1と5～/6'%前後であ'るポ・・
 一9、ユ0一附近ヵj一/5～/8弘てや㌧多い値を示した。泥一頁
 のP互は河川、^口附・近はク,6～7,18で神合に・向っ・て漸
 疾増加し沖合では80～8/一であった。.
 河川一より流入する排水中の物質は海水の強電解質のため

 洗'降衰'象を・起し、・St,9、一ユO附近に沈一澱す'季一の一ではない
 先)と{瑳髪冬ざ責～一る二・。'

 水質泥質から.釦莱前後の変化は操業一隊に溶存酸素はS七一、。岳
 8.の.河.ロー附.近華で1手。。2～3PP甲減一少レ、.又.、O,O,p浮卿一.物、
 燐.駿、アン≠ニアは.逆に増加←=て.ギ.一るが一海域は.殆んギ操
 業前後の.変化は詔ゆ難い一。

 泥質'は一灼熱減詰はSt,6,7,8,9、ユOで約2倍に増加し.、

 他の雌魚で、時肇化率/・硫作1教!ま・St・2・4・5・・い・3・う・
 リ、.峰.著レく.・増・加.レ、又・.ρ、O1;・早ち'ユ㌻同様の.傾向で・.・一
 旗、牢.今回,9調奪結・率カ、1ら琴..琴.㌧て河」リ及び河口附近.まで一が
 汚水の影響を受けているものと考える。.

二.!6一



満汐時採水

st. 月,日 時間
気温

℃
PH

水温 酸素量

ppm

塩素量.

%
C.O.D. 浮海物 硅酸 燐酸 アンモニア

         6,7尾島6,43,月8二F月O,ユ36」。3ユ,5一1800ユ9,O          ■一一

         7,月524,ユ6,848,81島500,4

         7,OO2.5,2'0,24局8,6Iユ3,26ユO3,8

         .o8,3524,4三2,2ワ「ユ4,322,88→6,480ユ,.ユ
         57,9524・,二L4,273,6ユ40二L,2
         山^凹一一一一         0■8,月524,86,ユエllllガ:;14,4、'一80O.6

         '一■■→・一一一一■         一'ザ一一一一一

         O8,35L25・56,47ユ8,00ユ,84、,4

         O8'『25,3Iu一一山一6・一アユ.16,96二L,54          一一■2,O■'一'4,O一一一一六         O8,37・…5ユ9・88         O8,3■帷3二ユ0,88鳥,8汁O,40,5
         〇一■■

         O'8,3ユ8・叫Lo・7…」3・62bo,4、         ε,。。課,。1:÷ユ旦匹LO,8門一一T         し3,225O,4

         08,3525,57,年月一''■一■月、「男。O,5         l11+ll         ^一一一一「「一一'

         O⊥8・30£5,5一一`■■7,24一一一一一一一一3,6一■''

         ユ8'OO         仁1工1」三5ユ」O.書O3,6         一坐.」坐7,55ユ7,87川'O=1301一一一一'一■■I.一一}O,8         一''一

         13,3525,3_旦ゐ.二L五・生

         ■Uo0■`ユ8,OO≡.旦・§OO.823,225Q,4         ・L「;1ユ、2,8司04



干汐時採水

St

2ト '

 凹1「
3,
_1_

41

1

 一■■一■
、

 一。。・27
 .5L.二.

7
8
9

⊥O

ユユ

ユ2

⊥3

1ト■
1

ユ7

1ヨ

1、。

               I市1月・日7丁。;81、時間気温一C趨破'm1PH水温℃酸素量'P.P、仰.塩素量%O.O.D.P.P.n1.浮傑物P.P.m.硅峻%I';一一'一.こ'燐敵吻'II'II…凹■一■1一アンモニア1勿               一一一

               ユ4,003].,47,ユ526,7O,49ユ47,5ユ0ユ・Oユ90028,3

               凹1「3,〃_..1」、O・0…'一一エコー,2一'               一一

               ユ3.24。29,87,2025,98,ユ40,48O,7含3,62300,9

               4!・1ユ3,50'3ユ,37,ユO26,70,32ユ2ユ,O59,0600ユ7,Oユ4,5
               一一■■

               }・27ユ4,50'31,4O,529,52,49ユ2,457,355,25・5               三L."ユ4,58'30,4.ア,662918.&77ユ月,455,0429,2斗1;8・O
               エ↓"ユ4,20'3ユ,8よ,o8,ユ428,25,ユOユ6,鳥ユユ,{し42,860               ユ2,32'31,62,O8,3Q6,34⊥I7,{L81,b48,O35ll:■:1
               i81〃_一仁_.91〃■ユ月,47'局6,5一一'一一■.尾q・77,ユエユ,一コ。,。」_一丁■               28,5島58,55ユ7,42400,65,O

               ・ここ!
               一F一I一.L'

               〃ユ3,28'島8,86.58,35月5,57,.56一ユ8・#土L2・425               O一ユ''ユ者,,08'8,ユ528,O5,92ユ4、,全92,ユ60,76,着5
               ''1ボ8,ユ5属8.O6,22ユ5,03O,5、,痛               ⊥4,ユ6'■一■■■'1一.ユ4,29'               2'一3易,08o■一一.I一一一〇,64一一一一「               一I一■'''

               ''32,O8,O8,3027,巳7,島8ユ8,ユ7

               ユ3,£ユ'29,68,O8,3525,47,4.4ユ8,32α1・;・               トユ2,55'28,尾6,O8,35月6,37,ユ1ユ8,00ユ,206,8⊥ガ1ド」斗0,生5,5「計0,55,〇一■1045,5               一一工8一'一一                ''ユ巳,06217,89,58,5525,ユ1二年8・38O,56尾,8               一一一.一一一

               ユ3,5729,89・牛・3025,6o2,O               〃'一一山一■■〃ユ3,58'29,ユ,362,4ユ5O,5'''一7一,5I一一I'■
               9島9,在,84ユ,6ユ50,55,5

               O■〃ユ3,49"「ユ、,ユ生28,8,⊥83,2ユ0O,3」7,鳥
               一''I一'】一■



泥質分析結果

      st硫化物"㌦一〇〇D、、理㌧三灼熱減鎧%PH→
      ÷ド'247,4ユ8,57,55
      二Lユ・092,102,87,09

      一全∴†・…52,854,064,2■'一?,55       ■o

      ㌫27,78
      亡

      64,826,ユ6一6,5ワ70■    
  

「

      008,357,74

      82,734、,05ユ4,37,84

      9ユ,65ワ,ユ4ユ7,事7,78

      ユOユ,023,ユ2ユ5,ユ…土」
      ユエL632,2ユ壬,ユ57,95

      ユ2I■一IIIユ,oユユ,433,307,88

      ユ3ユ,42ユ,95…L」・旦」
      ユ4ユ,左2尾,2ユ5,5.ゴ8,OO

      ■5ユ,64尼,7ユユ2,54・,・・」

      ユ6ユ,75こト・・ユ・8・0L」
      ユ7O,810,784,808,コー〇一

      ユ8o,93ユ,355,35

      ユ9O,6ユ〕一,309,001,∵
      尾Oユ,532,一686,97,95

OD

 m㌧
灼熱減鎧!
ジ

■1

PH →

 1ヰ、∴
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試料採取点.

 水温(℃)



 溶存酸素(p,p,m)

塩素量(.%)



 C,O,D、

(p,p,m)

浮游物質

(p,p,m)



硅酸

(r-atom/l)

燐酸

(r-atom/l)



アンモニア

(r-atom/l)

泥質硫化物.

(mg/g)



 泥C,O,D,

(mg/g)

泥質灼熱減量

(%)



 泥質PH値



生物調査

 工、汀生物
調査方法

 千潮時、調査地,急(St2,St3,St4,St5,St6)に

 おいて汀線一帯(/0～20m)の生物採・集をおこな.

 い、櫨類および出現量の概略調査をおヒなつ牟。

結果

 S尤2、(米ノ津楠上流右岸20肌の地,煮)

 アルコール工場の廃液一のため、水は茶摘色章呈し、.
 特異の臭気を発す。

 生物は認められず

 St3(米ノ津橋上流4・00.㎜左岸)

 この地点は千潮時において全く廃水の影響を受けな

 い所であり・氷は亭明であったパ
 ハゼ(種不=詳)非常に多し

 メダカ(】∋、Lユ5～20湖)・ゴ0尾程度群泳

 コイ(B、ムユ50～ユ60伽)!賃…

 アユ?(B,Lユ書O～ユ.30湖)多数

 ペンケイガ二点在

 一テナガエビや＼多し

 カノコガイ点在

 .一S帖(米ノ津檎下流600冊)

 水は茶掘色を呈し、特異の臭気はわずカミにして抽り、
 生物は甲殻一類をのぞ'いて'他はなんら認められず。

 イソガニ点在

 ペンケイガ二点在

 St5(川口左側)

 ハゼ(穆不詳)や㌧多し

 キンポ稀

 イソガニ多難



 ヒライソガニ、多数I
 ヤドカリー多数

 稚エビく長尾類)や㌧多し

 、.フ.干ツボ、∴.。多。し・
 カキ、.、一,や㌧.多.し

 イ.㌣ダ.タ干.(碑のみ.).多単
 アオサ点在

 ア㍗.'。.,・・点在
 ㍗=二(小.口坤!、
 ..1二・ギF寧干詳)多..数一一

 量ウジーウ才・・一一・.稀。一・一、...

 ヤドカ～.....∴.多勢・・
 フジツボ・∵∴.多・数・・.
 稚(長尾熱)・干。ビ∴卓。牢・;

 イ㍗・㌧(㌣み)・多'・し二=
 ア青ザ..一∴点.・1在.
 ア'」オ/'・リ1・∵・・点・奉

 皿、プランクトン

調査方法

 満潮一時1こ北原定量プラハンネツ/・を・」肌1て∴川の㌣
 .=岬を秤竿し・ネツ・トg口を十流に向ダネ・ットを水
 ㍗甲雫㌧.下・川杢が自作凍・火する・本ラに・して/0
 一分I間採集した≦・宅g・・・・・…)・1・梅1(・川口におい下
 は・プランク㌧ソネットめ垂直畔き1を。おこたい採集し
 た(St5,St6、)o

 1、。28i



結果

Plankton

St 2i 3i,4i  ・・5一■ 6

沈澱  鑑㏄1 5・ O,6 3,ユ. .59一疋1 ユ03,9

 植物性プランクトン

割合 g1 171g1

9一

 ○haθtooe工一争ssP

 Rh二i.Z-OS01θ.了]。ia 8P・

 工h皇=坐3.皇」=製.堅塁皇_一gP
 P工e止r09ig㎜a.sP

 }Ii七2scj〕一iasP一

 Ba-c七erias-tr-um

Tha1assiO-thrix

 SL一」一

 SP。

 __虹L山爆葛asP
 ]・五elosira・sP

Navicu1a・sP

    c(:'O∴・GcGc

    一C    士十.
    rr.

    rr工一■'一一山I''rr
    rrt一■一I.一''一⊥一''

    。L、㏄」二1土01+;士一二丁……一一
 動物性プランクトン

 一≡」二丁2…下一喜'1
 'f■…丁 0eratium-I

 sL;日_二

 」⊇」茎_1哩」1a_二」92」提且王_胆_.___  _O_三二四ユas  1a1=工」史L_工arva

 メダカ稚魚

 .旦迎⊥旦且旦_L

 幽」一

 .ム旦旦r市1製_

 .旦胆且旦nauD!iηS

 0-t上]一erc_地』

昆虫幼生

1arva
    ∵旦__
    干

    1'。一一一.

    r     土一'

    十

    I.'・r斗_



概況

 汀生幼は、調査地点St5,St5、^St6、が多く、種類では

 補足動物が最も多く、次{に魚類であ=った。

 S七2,S市4ば沈澱物(茶鴻色～黒鵠色)が多く、甲殻類
 .(カニ)をのぞいて他の生物は認められなかった。

 亦、P1a・nktonでは、沈澱量測定の結果、調査地点S七5,

 St6、で多蛙の沈澱を測定することが出来、顕検の結果、

 そのほとんどが硅藻類であった。さらに動物性プランクト

 ンと植物性プランータトンの割合は§尤2からSt6を通じて植
 物性プランクトンが7～9・割をしめていた。

 訂生物に対する汚水の影響ぽSt3セは殆んど確認できな
 い。(米ノ津高校下).

 S七2は、パルプエ声の操業する餉からアルコール工場廃液
 が流れ込んで、生物は殆んどみられなかった場所で、今回

 も変化なし。

 St4は、ある程度汚水の影響を雫けている。
 即ち、従来は(4回の調査)必ず魚類(ばせ、その他)一の一

 潴1泳がみられ、生物種類も4～ク種を数えていたのであ.る

 が、今回はカニ類2種だけと少汰くなっていることは汚水

 あ影響として考えられるよう.である。
 河口に位するSt5,6では、生物種類、並びにその数が従

 来と殆んど変らず、汚水の影響も確認できない.

 プランクトンは、今回満潮時採集を打っているので比較で

 きない。

上田忠男
担当者

荒牧孝行



 ワカメの養殖

養殖部

 ワカメめ増殖とい丸ば以前カ)ら投石事業がまで.,.岩礁騒

 破、岩面掻破、磯掃除、採取時期と方法の綱隈等といツ産

 いわゆる胞子の着生面を増大すること、同時.にそれを威舞

 するという消極的な方法で行われ、胞子の着生.発生偽⑳

 伸長は自然の力にゆだねられているため、特に本県では増

 殖効柴があがっておりません.しかし、螢近では7サク背

 ノリのように人工的に胞子をつけ.そ。の胞子付けした穣磁

 器を管理し、そして水温の降下をまって一自・然淘I面中に廉臨

 養殖するというた高度の技術に進展し、36年度1とは薫鋸

 阿久根市、出水市、川内市などで養殖が行われておりま一青#

 この養殖め眼目は一生長生息を制約している諸条件を克服す

 ることによって、単位圃穣当りの生醸量を増大して集約一化

 を図り、早期収穫と品質の向上をなし.未開発漁場の踊発

 を促進すること・で、今後この養殖が盛んになり、各地脅撤

 上げられると予想されをすので解説してみました。

 はじめにワカメの生態ですが、ワカメ⑳葉体がよく暖良

 一しますと綾の近くに成実葉(椴株.ミミ)が形成され。ζ

 こがら遊走手という活澱に泳ぐ胞子が放出されます.毫陽

 遊走子の放出は水温に左:古され!4c～23℃で・盛ん曜滋:

 出さ札ますが、.北海道、.東北地方で独..6～8月.一.本州中鱒。

 部では4～6・月、本県でIは3一月下句～4月・下.角と楓当確武

 レがあります。そして放出盛期の水温は〃ク～2砂℃亀一雷
 われ/日/回午後に放出の山があり、成実葉/牙当り夢⑫

 万から!00万の胞子が出されますが.養殖に当って機蟻

 子付けはこの時期を失しないよう注意が肝要です。放躁密

 れた胞子は/分内外で他物に着生して離れないよう..に為奮

 っ3/一一



 球状に変り・、その一端から発芽管を出して新らしい輝胞が

 二柵吹分裂成長して紬酉箏鶴生干なりま舳禺体の 発芽・一式帥・1ク～・・印=≒く・.・・～μC位まで.は
 ザ成財1るμ・c以上1千な声と.牢裏一を々・細胞は球状と
 一紬て綱。胞傑・岬!なる.とい..1株叶磁とナま一りIJ7℃以
 上・の・満・水郎!!肴・生昨畔テ呼芽一し平一せ一ん1・蝋では
 伽似1土・起即.岬が苧.ヨく!綱期間が長期一に五一って
 ザ1坤焔も席い9で・早期.の畔が大きいよ一.うで・配偶体の
 llク1離な越・翠締が養殖のカギ.と芦えまザ
 …覧I三'林一眠状態でも。27～28C以上の水温一が・長く概くと配偶
 二'体或はその細胞の一都が枯死し、生残った配偶体は水温の

 一∴降下につれて再呼成長し始め、40℃以下と一なると成熟し

 '1て受精し芽胞体となり率す㌧こあ芽胞体か成長してワカメ
 成体と淀1るのです単一一/〆!'9℃でま1発芽し・/・～
 /7℃で成長が干くて肉.眼で早え始める頃は木の葉状をな
 していま二す占二一

 一方、これら寧己個体、芽胞体の発芽成長は水温だけでな

 /比重や・映るさにも影興さ.れま.す。.即ち比重では/人65以
 下では遊走子の・着手が不審.され一・/Z/7以下では配偶体の
 成長が飾…ρ以上で夫舛臆1尉に呼.ず二る一が…刈5
 'が適当1です。川.明.るさも発芽成長に大き一なI関係二を一もち、又水

 …温と蝕師即午る予1…℃以下で.は由る一い光大体

 1重㍗μ1二㌻㌻1㌻二㍍㍗
 ックス以下㍗第芽甲㍗率外平長はノ年生の海藻だ
 ..舳粋早・冬て牟1坤㍗く∵月下榔約大
 きさ吋の1多ソ㍗匂・ll!ま、干.ぐデ0鮎達し.た側もあり・
 た舳鯛.仕卯舛申聞は竿昨を行ミ1'カミ1∴中肋を生
 じ.る頃から成長点が薬の・茎部ビ移るので、何じワカメを数

 回切取り採取できます一。
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 以上のようなI生態をよく承知して・養殖にか㌧りますが、

 その第/段階として胞子付けを行います一準備する資材と

 しては成実葉、採苗諸、た・、ゐ、種描保護鎚等で、成実葉は

 4斗た一るの場・合約5晦前日。午後採喫.して。蔭『毒害ししておきま
 。多義

 す〇二裸一苦器1と・してはクレモナ、ミ.ユ下一一1コン亨予撚36一一45一

 本バー・・一ム、Iコイヤーン等の繊織4時料.、1ミ掌欝彦共護袋とし

 .一ビI二一ル。ポリエ・チkン製ρ)袋を」・当意します。この袋は樽一

 苦縄に害敵生物ないしは他物の付着するの.を防除するため

 利用するもので本州中部以北では使っておりません。・とこ

 ろで胞子付けの作業過程てIすが、なるべぺ一矛適した海水を

 たるに入れ、そ山中に成実葉を人一れて遊一走'子を出.させ享す。

 海水に浸してから/0分渕も経過すると遊走子が放出さヌ1し

 て黄雑色に1量ってく局ので成実葉を取.上げ、そしてこの一、3

 子海水中に採1王iする繊維をつけ、20～30分間放損1しま、

 す。この間に遊走子はよく泳ぎ廼って採歯繊維につきます

 が、胞子海水から叙上げてからは清浄な海水中に移し、同

 じ清浄海水をもった昧縫袋に入れて海面の蹄に垂下培養し
 ます。傑1=.;袋測jちビニール、一ポリエチレン袋は厚さ0,6^】

 0,8;1オ.点でたて66'α肌鞍40倣海.位が.適当のようで、袋に入れ

 る1睦一首!=縄の東は50帆単位が以そ辛の操作で佼利なようです。

 こ㌧て忘れてはならないことはパームを使用するときはよ

 くアク抜きすることです。

 さてこの胞子付けした種萬縄は越夏培養するわけですが

 培養の一力I渚には室内培養と野外培養の2つの方法がありま

 づ.。室内培養はフ欠潟.謝節、子央ア』(などで“大規。漢な施設を架す

 るので、野外培養が普通憧があって例かと好都合でしょう。.

 穣苗縄の垂・下深・度は水温、透粥度によ.つて/概に決められ

 ませんが、水温が2ポC.以下の場合は2～3肌、。25℃以

 上になってからは5仇以」:と深度調節するのが原則です。

 培養期間中は袋の綴損に注意1.。、又相当雑物が付着します

 」33山



 ので交換し、'袋中の綴水を月2;;ミ1は…1き六一ま・,.。破水する海

 水は前記したような比壷の範蝿内にあるよう雨天後はきけ

 ると共に、なるべく清浄,宝な海水を利用すべきです。こ一のよ
 うに袋で株譲されていた独笛縄の配偶体は、水温23C以

 下に降下してくると成熟し受精して芽胞体に伸長してき.ま

 すが、褒からは受精して芽胞体となつてか・らが合理的でし

 ょう。種苗縄を裟中に収容するのは、他物の着生を防ぐこ

 とのほ.かに受精効率を高める意味もあるようですから、肉

 .一眼では到底見分けがつきませんIので、一応検鏡してから決

 めると結構カ)と、若、います。裳から取出したI桓'苗縄はなるべ

 く2～3肌繕の浅序りにして充分な受光と伸長を図ると1司

 時にヨゴレの洗い落しをしなければなりませんが、肉駁駒

 大きさに伸長しますといよいよ膜開養殖というご.とになり

 ます。
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奄美短信

 うしおも穂を聖ね多くの諸見により奄美も紹介されて居

 りますので、今回は諸鈍節と正月歌を二・三摘記してみま

 す。諸鈍はその昔琉球王の大農統御の中心地で向清正の二

 回に亙る大島征伐の根拠地どたり、その子向元.王が競ら大

 軍を奉る。第三固目の大島征伐を行なった時も、諾鈍に本

 営を嵐いて大島本島に兵を進めたところ。この間に諸鈍は

 一琉球の将兵と鮪鈍娘との南国的口.マンスも緒ばれ情緒纏綿

 たる諸鈍節となったことでありましよう。

諸鈍飾

 諸鈍長浜に打上げ引く波の諸鈍女童の目笑れ歯ぐき

 諸鈍女重の蟹の口歯ぐきいつか夜の暮れて御口吸はた

正月歌

 今日のほこら。しやいつよりもまさり

 いっも今日の。とあらちたぽれ

 (ほこらしやは嬉しさ、あらちたぼれはあらせ給への意)

 元日のしかま床向がで兇りは

 裏白と譲祝ひきよらさ

 (しカ)まは朝、きよらさは溝らさ、美しさ⑳意⊃

 新玉の年に木炭と昆布祝て

 親もつれ子もつれ果幸浸な祝ひ

 (親もつれ子もつれは親子釘摘いもつれ合って新年を寿

ぐこと)

 あはそ石垣に竈ゆる磯かづら

 壮まと叔父とめて遣ふてきやをた

 (石垣に道い茂った破かづら共が、今こそ叔父叔母を探

 して年賀に這って来ました。一門の繁栄をかづらに例
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 えて謡ったもの)  N生

 各部の動き

 ハマチ蓄養試験

 /2月23日から蓄養ハマチ鹿児島市場へ出荷さ

 る。一!・尾平均〆2時。取引価'緒は/三尋〃0～330

 円二市場に並ぶハマチの列を見ると感無量。

 蓄養一縄作成に始まった3月以来の悲喜こもじ・もの出

 来事も今は良き思い出。燃し、アキシネ、トリスト

 マ(いずれも寄生虫)及び牛根蓄養池の夏期の水質

 改善法等々、未解決の問趣が1.L1稜している・。軌遠Iに

 乗って=きた当事薬の安全性向上の為に今年も大いに
 頑張戸)う。

 /月下・匂には長晶の蓄養池建設適.地調査と、今年は

 年初か一ら大いに忙しくなりそうだ。・

 蓄養子眩ガく賓及び活魚華廓曼皇～去の改塾…;を目白勺とする過

 酸化水素水を使用し一た本試験を/。2月上句から/月

 中句に亘って,コイやハマチを使・一.)て実施した。

水質汚濁問題

 鰻粉工場廃水による肺イ寸川の本年度3回目の汚濁

 調査を/、2月/4、/5日に実施した。

 今年から本県一で'も相当鐘の佼焔が予想、されるPGP除

 草剤が魚嬢1こ猛毒性を有することカ・ら、それに対す

 義政部主催で/2月、/月と2回



 開元);{τ、漁㌧妻…±着の矛竈差茎・丘呆譲童の一ため「・王.CP{定∫月に1関

 する一要綱」(仮魑)を審議作成中である。

漁業部

照南丸

 //月//日一南方マグロ漁業試験のためパ・ラ才近  海へ出港、/2月・/'ク日大阪港へ水揚終了後・/2月

 26日鹿児島へ帰港。

かもめ

 /。2月中、3次にりたり集団操業指導に出港。

 !2月26'自第9次を了へ帰港。

 一/月7日^】//日まで宇治群島調査口

 /月/0日～・プージ白'に開鮭され走漁村青壮年研究発

 表大会に部員出席。

 魚体測定(東海サバ).

 /2月中4,8、/・8'、一/9,22,27日

/月中8日'

 ソーセージ及びフイツシュケーキ製造試験

 アジを原料とし一た魚・肉一ソーセージの一製造試験一を.

 /2月6回一ニン月・ノ・回・こサバを原料としたフィッシ

 コ=ケーキの製造I誠一騎をI一ソ2・月4・回に亘り実施。

 ハマチ(ブリ)及びマスの爆裂試験

 牛根、海・潟漁協より要望があり、!月/0日より
 同地区の養殖ハマチ(ブリ)の燥製及びマスの燥製
試験実一施一中;一一

 /2月/8一日・・
 小川香料KK小川敏雄福嗣出張所長、一小川香料KK

 九州総代理店矢川氏来場香料について



 上野製薬KK販売食米場フラノ、キン吉二一ついて

 /2月23日西、岡田普一反輿シξ場

 加工事務打合せ・。

 /月9日漁連原口氏来場ワカメ加工法について

/月/0日岡出普及負来場

 ワカメ加工法について

 牛根漁協中村専務来場ハマチ爆裂について
 /月//1ヨ西川酋瀬海路長外6名来場

 水産加工について

 /月/ク日

 漁連中村常務、森販売課長、一牛根漁協一一中村専務ハ

 マチ嬢、製について米場。一
 野間池漁協職責及び笠沙町被場係員イワノリ加工法

 についで来場へ、
/月/9日

 東県議会議員釆場冷蔵設備について・

 入.枝普及貞来場.イワノリの個I煮の製法について

養殖部

 W日

 5月下旬、6月下旬の西回に分けて胞子づけして

 培養中であったワカメ芽胞体が肉般的な大きさに伸

 長してきたが、発芽一率が比一鼓的悪く、/月一/8日壁

 一一F式で巖開養殖した。海潟で培養中のものはまだ肉

 眼で鈍坦)ら煮1一ない。

 X日

 ノリζ)作柄は県内各地とも平一年作のようであるが、

 薯イタミ、赤クサーレ病だとユ)発生区もあって一油断が

 できたい。新村は本試の試'鹸ひび・の管理.養殖指導と

 大意である。特・に!2.月末には本試のひびも1例手入



 看τし、叉穣ミ占、翌予藺疵耶、こしき烏』等浩三イワノーリカロニ日

 の糠連がもり上って来たことは喜こぱしい限りであ

 。o'

 Y日.

 定・期的なア.ケガイの測牢と漁場観測速報は東/人
 の纏斗。この横上げがない限り水産の進歩だし。

 アケガィの堕卵期に入.ったか?.資料取茸とめが待

 たれる。

 Z日

 き'びしい寒さにか㌧わら一ず株もぐりしてトコブシ

 採取一がたされて感激しているが、測定、解析も/火

 熱が入る。8月・から熟していた生殖巣は殆んどカラ

 になって一きた。

 分場.の動.き

庶務係

/月5日大島分場事務所新築工事費手

養殖部

 7.月初句から新規に始められた分場実験室内に於け

 るマベ、ク1コチョウガイ幼生のし奮実験も去る/2月

 8日を最後に全部終了した。.6ケ、日余りに且つたこの

 採苗試験も蟻かに47個のクロチヨウ附着稚貝を海に

 属すにとゾまったことは期待に.反するものであり、更

 に一環と研究の必要を痛感させられた。なお、海に,要

 した47個も/2月、22日観察したところ大きいもの

 は殻長2,8醐匡が4,011二益に成長、小さいものでは/,0脳董



 が/{醐にな?1ψ㍍然し・47個の中39ケは死
 殻或いは不馴どたり、僅かに8ケが生存していた。

 養魚場の動き

 /月4日描リ月始め.

 /月5日川内市・役所水蓮蒔.吉永県畿以下6名来場.

 ウナギ養殖指導依頼につ・いて..・場内見学者/0名

 /月8日出水市役所一水産係'一F村民地2名視察

 一般見学者/9名'・嚇養鹿児島へ事務連絡

 /月8日～//日

 1ジンコ生産の山の堆肥用薬、.切り.作喋.(動力・カッタ
 丁使」l1)
!月/0日一般見.学者5名


